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(57)【要約】
【課題】フレームの体積を減らし、軽量化を図ると共に
、前傾姿勢の場合にも有効な前方視界を確保し、しかも
フレームからレンズの着脱を容易に行えるようにし、レ
ンズ交換が非常に簡単に行えるようにした眼鏡を提供す
る。
【解決手段】レンズ１と、このレンズ１の側方端部に取
り付けた左右一対の弾性変形可能なフレーム２と、これ
らフレーム２のそれぞれに取り付けた左右一対のテンプ
ル３を備え、前記レンズ１の側方端部にフレーム嵌合部
４を設け、前記フレーム２の前部にレンズ嵌合穴５を設
け、前記フレーム嵌合部４をレンズ嵌合穴５に嵌脱する
ことによって、前記レンズ１に前記フレーム２を着脱自
在として取り付けたものとした。
【選択図】　　図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レンズ（１）と、このレンズ（１）の側方端部に取り付けた左右一対の弾性変形可能な
フレーム（２）と、これらフレーム（２）のそれぞれに取り付けた左右一対のテンプル（
３）を備え、前記レンズ（１）の側方端部にフレーム嵌合部（４）を設け、前記フレーム
（２）の前部にレンズ嵌合穴（５）を設け、前記フレーム嵌合部（４）をレンズ嵌合穴（
５）に嵌脱することによって、前記レンズ（１）に前記フレーム（２）を着脱自在として
取り付けたことを特徴とする眼鏡。
【請求項２】
　前記フレーム嵌合部（４）には、上部に嵌合部（４ａ）を設けると共に、下部に嵌合部
（４ｂ）を設け、前記レンズ嵌合穴（５）には、上面に嵌合部（５ａ）を設けると共に、
下面に嵌合部（５ｂ）を設け、嵌合部（４ａ）と嵌合部（５ａ）、嵌合部（４ｂ）と嵌合
部（５ｂ）とをそれぞれ凹凸嵌合自在としたことを特徴とする請求項１記載の眼鏡。
【請求項３】
　前記レンズ嵌合穴（５）を、上壁（２ａ）、下壁（２ｂ）、内壁（２ｃ）、外壁（２ｄ
）で囲まれた形状にしたことを特徴とする請求項１または２記載の眼鏡。
【請求項４】
　前記内壁（２ｃ）と外壁（２ｄ）の少なくとも何れか一方に、中央を横切る切欠部（１
３）を形成して、これら内壁（２ｃ）と外壁（２ｄ）の少なくとも何れか一方を上下に分
断していることを特徴とする請求項３記載の眼鏡。
【請求項５】
　前記フレーム（２）の後部には、上端にテンプル嵌合凹部（１４）を設けると共に、下
端にテンプル嵌合凹部（１５）を設け、前記テンプル（３）の前部には、フレーム嵌合凸
部（１６、１７）を設け、前記テンプル嵌合凹部（１４）にフレーム嵌合凸部（１６）を
嵌脱すると共に、前記テンプル嵌合凹部（１５）にフレーム嵌合凸部（１７）を嵌脱する
ことによって、前記フレーム（２）に前記テンプル（３）を着脱自在として取り付けたこ
とを特徴とする請求項１～４の何れかに記載の眼鏡。
【請求項６】
　前記テンプル嵌合凹部（１４）に嵌合部（１４ａ）を設けると共に、前記テンプル嵌合
凹部（１５）に嵌合部（１５ａ）を設け、前記フレーム嵌合凸部（１６）に嵌合部（１６
ａ）を設けると共に、前記フレーム嵌合凸部（１７）に嵌合部（１７ａ）を設け、嵌合部
（１４ａ）と嵌合部（１６ａ）、嵌合部（１５ａ）と嵌合部（１７ａ）とをそれぞれ凹凸
嵌合自在としたことを特徴とする請求項５記載の眼鏡。
【請求項７】
　前記テンプル（３）の前部を、上下方向に弾性変形可能とした二股部（３ａ、３ｂ）と
しており、一方の二股部（３ａ）の先端に前記フレーム嵌合凸部（１６）が設けられ、他
方の二股部（３ｂ）の先端に前記フレーム嵌合凸部（１７）が設けられていることを特徴
とする請求項５または６記載の眼鏡。
【請求項８】
　前記テンプル嵌合凹部（１４）に、水平方向に嵌合部（１４ｂ）を設け、前記フレーム
嵌合凸部（１６）の前端に、水平方向に前記嵌合部（１４ｂ）に対応する嵌合部（１６ｂ
）を設け、前記嵌合部（１４ｂ）と嵌合部（１６ｂ）を凹凸嵌合自在としたことを特徴と
する請求項６または７記載の眼鏡。
【請求項９】
　前記テンプル嵌合凹部（１５）に、水平方向に嵌合部（１５ｂ）を設け、前記フレーム
嵌合凸部（１７）の前端に、水平方向に前記嵌合部（１５ｂ）に対応する嵌合部（１７ｂ
）を設け、前記嵌合部（１５ｂ）と嵌合部（１７ｂ）を凹凸嵌合自在としたことを特徴と
する請求項６または７記載の眼鏡。
【請求項１０】
　前記テンプル嵌合凹部（１４）に、水平方向に嵌合部（１４ｂ）を設けると共に、前記
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テンプル嵌合凹部（１５）に、水平方向に嵌合部（１５ｂ）を設け、前記フレーム嵌合凸
部（１６）の前端に、水平方向に前記嵌合部（１４ｂ）に対応する嵌合部（１６ｂ）を設
けると共に、前記フレーム嵌合凸部（１７）の前端に、水平方向に前記嵌合部（１５ｂ）
に対応する嵌合部（１７ｂ）を設け、前記嵌合部（１４ｂ）と嵌合部（１６ｂ）、前記嵌
合部（１５ｂ）と嵌合部（１７ｂ）をそれぞれ凹凸嵌合自在としたことを特徴とする請求
項６または７記載の眼鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、レンズが交換可能な眼鏡に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
  従来、この種の眼鏡としては、例えば図１１、１２に示したようなものが存在する。こ
の眼鏡はサングラスとしており、曲面の透明な板状のレンズ２１と、このレンズ２１の上
端縁の全幅にわたる長さとして、このレンズ２１に嵌合固着されたフレーム２２と、この
フレーム２２の左右両外端に折り畳み自在に取り付けられたテンプル２３とからなるもの
としている（特許文献１）。
【０００３】
　さらに、この種の眼鏡としては、例えば図１３、１４に示したようなものが存在する。
この眼鏡はサングラスとしており、適正な曲面を有した可撓性および弾性を有する一眼式
のレンズ３１を備えており、このレンズ３１の両側方端部上縁には左右一対のフレーム３
２を固着し、それぞれのフレーム３２にはテンプル３３を取り付けたものとしている。そ
して、前記レンズ３１の両側方端部上縁には、ねじ孔（図示省略）が設けられ、前記フレ
ーム３２がビス３４により着脱可能に固着されている（特許文献２）。
【特許文献１】米国特許第４８２４２３３号明細書（図２、図６）
【特許文献２】特開平６－１７５０８５号公報（図１、図２）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１に記載された眼鏡は、レンズ２１の上端縁の全幅にわた
る長さとしたフレーム２２を備えているので、このフレーム２２によって、眼鏡の体積が
大きくなると共に、眼鏡が重くなるという問題点を有していた。
【０００５】
　また、この特許文献１に記載された眼鏡は、前記フレーム２２が着用者の前方視野を狭
くし、特に自転車に乗ったときなどの前傾姿勢の場合には、前方が見にくいという問題点
を有していた。
【０００６】
　さらに、上記特許文献２に記載された眼鏡は、レンズ３１の両側方端部上縁にフレーム
３２がビス３４により着脱可能に固着されているため、固着強度は充分なものとなってい
るが、組み立てに手間がかかり、着脱可能といってもその着脱が容易に行えず、レンズ交
換が面倒であるという問題点を有していた。
【０００７】
　そこで、この発明は、上記従来の問題点を解決することをその課題としており、フレー
ムの体積を減らし、軽量化を図ると共に、前傾姿勢の場合にも有効な前方視界を確保し、
しかもフレームからレンズの着脱を容易に行えるようにし、レンズ交換が非常に簡単に行
えるようにした眼鏡を提供することを目的としてなされたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　そのため、この発明の眼鏡は、レンズ１と、このレンズ１の側方端部に取り付けた左右
一対の弾性変形可能なフレーム２と、これらフレーム２のそれぞれに取り付けた左右一対
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のテンプル３を備え、前記レンズ１の側方端部にフレーム嵌合部４を設け、前記フレーム
２の前部にレンズ嵌合穴５を設け、前記フレーム嵌合部４をレンズ嵌合穴５に嵌脱するこ
とによって、前記レンズ１に前記フレーム２を着脱自在として取り付けている。
【０００９】
　そして、この発明の眼鏡は、前記フレーム嵌合部４には、上部に嵌合部４ａを設けると
共に、下部に嵌合部４ｂを設け、前記レンズ嵌合穴５には、上面に嵌合部５ａを設けると
共に、下面に嵌合部５ｂを設け、嵌合部４ａと嵌合部５ａ、嵌合部４ｂと嵌合部５ｂとを
それぞれ凹凸嵌合自在としている。
【００１０】
　さらに、この発明の眼鏡は、前記レンズ嵌合穴５を、上壁２ａ、下壁２ｂ、内壁２ｃ、
外壁２ｄで囲まれた形状にしている。
【００１１】
　また、この発明の眼鏡は、前記内壁２ｃと外壁２ｄの少なくとも何れか一方に、中央を
横切る切欠部１３を形成して、これら内壁２ｃと外壁２ｄの少なくとも何れか一方を上下
に分断している。
【００１２】
　さらに、この発明の眼鏡は、前記フレーム２の後部には、上端にテンプル嵌合凹部１４
を設けると共に、下端にテンプル嵌合凹部１５を設け、前記テンプル３の前部には、フレ
ーム嵌合凸部１６、１７を設け、前記テンプル嵌合凹部１４にフレーム嵌合凸部１６を嵌
脱すると共に、前記テンプル嵌合凹部１５にフレーム嵌合凸部１７を嵌脱することによっ
て、前記フレーム２に前記テンプル３を着脱自在として取り付けている。
【００１３】
　また、この発明の眼鏡は、前記テンプル嵌合凹部１４に嵌合部１４ａを設けると共に、
前記テンプル嵌合凹部１５に嵌合部１５ａを設け、前記フレーム嵌合凸部１６に嵌合部１
６ａを設けると共に、前記フレーム嵌合凸部１７に嵌合部１７ａを設け、嵌合部１４ａと
嵌合部１６ａ、嵌合部１５ａと嵌合部１７ａとをそれぞれ凹凸嵌合自在としている。
【００１４】
　さらに、この発明の眼鏡は、前記テンプル３の前部を、上下方向に弾性変形可能とした
二股部３ａ、３ｂとしており、一方の二股部３ａの先端に前記フレーム嵌合凸部１６が設
けられ、他方の二股部３ｂの先端に前記フレーム嵌合凸部１７が設けられている。
【００１５】
　また、この発明の眼鏡は、前記テンプル嵌合凹部１４に、水平方向に嵌合部１４ｂを設
け、前記フレーム嵌合凸部１６の前端に、水平方向に前記嵌合部１４ｂに対応する嵌合部
１６ｂを設け、前記嵌合部１４ｂと嵌合部１６ｂを凹凸嵌合自在としている。
【００１６】
　さらに、この発明の眼鏡は、前記テンプル嵌合凹部１５に、水平方向に嵌合部１５ｂを
設け、前記フレーム嵌合凸部１７の前端に、水平方向に前記嵌合部１５ｂに対応する嵌合
部１７ｂを設け、前記嵌合部１５ｂと嵌合部１７ｂを凹凸嵌合自在としている。
【００１７】
　また、この発明の眼鏡は、前記テンプル嵌合凹部１４に、水平方向に嵌合部１４ｂを設
けると共に、前記テンプル嵌合凹部１５に、水平方向に嵌合部１５ｂを設け、前記フレー
ム嵌合凸部１６の前端に、水平方向に前記嵌合部１４ｂに対応する嵌合部１６ｂを設ける
と共に、前記フレーム嵌合凸部１７の前端に、水平方向に前記嵌合部１５ｂに対応する嵌
合部１７ｂを設け、前記嵌合部１４ｂと嵌合部１６ｂ、前記嵌合部１５ｂと嵌合部１７ｂ
をそれぞれ凹凸嵌合自在としている。
【発明の効果】
【００１８】
　この発明の眼鏡は、以上に述べたように構成されているので、フレームの体積を減らす
ことができ、軽量化が図れると共に、前傾姿勢の場合にも有効な前方視界を確保すること
ができ、しかもフレームからレンズの着脱を容易に行え、レンズ交換が非常に簡単に行え
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るものとなった。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、この発明の眼鏡を実施するための最良の形態を、図面に基づいて詳細に説明する
。
【００２０】
　この発明の眼鏡は、レンズ１と、このレンズ１の側方端部に取り付けた左右一対の弾性
変形可能なフレーム２と、これらフレーム２のそれぞれに取り付けた左右一対のテンプル
３を備えている。そして、前記レンズ１の側方端部にはフレーム嵌合部４を設け、前記フ
レーム２の前部にはレンズ嵌合穴５を設け、前記フレーム嵌合部４をレンズ嵌合穴５に嵌
脱することによって、前記レンズ１の側方端部に前記フレーム２の前部を着脱自在として
取り付けている。
【００２１】
　前記レンズ１は、ポリカーボネート等の耐衝撃性プラスチックからなる一眼式または二
眼式のレンズ、硬質ガラスからなる一眼式レンズなどとすることができる。一眼式の場合
は、レンズ１の中央の下部に略Ｖ字形状の切欠き部１ａが形成され、この切欠き部１ａに
鼻当て部材６を着脱自在に嵌着したものとしている。また、二眼式の場合は、それぞれの
レンズ１の内側方端部の略中央に一対となる鼻当て部材（図示せず）を固着したものとし
ている。
【００２２】
　前記レンズ１の側方端部のフレーム嵌合部４には、このレンズ１を切り欠いたり出っ張
らせたりして、上部に嵌合部４ａを設けると共に、このレンズ１を切り欠いたり出っ張ら
せたりして、下部に嵌合部４ｂを設けている。この嵌合部４ａは、後に述べるフレーム２
のレンズ嵌合穴５に設けられた嵌合部５ａと、嵌合部４ｂは、後に述べるフレーム２のレ
ンズ嵌合穴５に設けられた嵌合部５ｂと、それぞれ凹凸嵌合自在としたものとしている。
なお、嵌合部４ａ、４ｂを凹部した場合には嵌合部５ａ、５ｂを凸部とし、嵌合部４ａ、
４ｂを凸部した場合には嵌合部５ａ、５ｂを凹部とするなどしている。
【００２３】
　前記フレーム２は、ナイロン、その他の合成樹脂などからなり、前記したように弾性変
形可能なものとしている。
【００２４】
　前記フレーム２の前部には、上壁２ａ、下壁２ｂ、内壁２ｃ、外壁２ｄで囲まれた形状
にした前記レンズ嵌合穴５を設けている。このレンズ嵌合穴５の上面には、この上面を隆
起させたり陥没させたりして、前記嵌合部４ａと嵌脱自在とした前記嵌合部５ａを設ける
と共に、レンズ嵌合穴５の下面には、この下面を隆起させたり陥没させたりして、前記嵌
合部４ｂと嵌脱自在とした前記嵌合部５ｂを設けている。なお、前記レンズ嵌合穴５は、
縦長形状の前記フレーム嵌合部４に合わせて縦長形状にしているが、縦長形状に限られる
ことなく、前記フレーム嵌合部４の形状に応じた任意の形状にすることができる。
【００２５】
　さらに、図示したように、前記フレーム２の内壁２ｃには、前部に切欠部１１を形成す
ると共に、後部に切欠部１２を形成して、この内壁２ｃを細くすると共に、前記フレーム
２の外壁２ｄには、中央を横切る切欠部１３を形成して、この外壁２ｄを上下に分断して
いる。前記内壁２ｃは、細くすることにより、弾性変形し易いものとなる。さらに、前記
内壁２ｃは、細くすると共に、または細くしないでも、肉薄にすることにより、弾性変形
し易いものとなる。なお、前記切欠部１３は、ゴム弾性を有するような伸縮自在の部材で
塞いでおくことができる。また、前記切欠部１３を形成することなく、この部分をゴム弾
性を有するような伸縮自在の部材で構成しておくことができる。
【００２６】
　また、図示していないが、前記フレーム２の内壁２ｃには、中央を横切る切欠部１３を
形成して、この内壁２ｃを上下に分断すると共に、前記フレーム２の外壁２ｄには、前部
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に切欠部１１を形成すると共に、後部に切欠部１２を形成して、この外壁２ｄを細くして
もよい。前記外壁２ｄは、細くすることにより、弾性変形し易いものとなる。さらに、前
記外壁２ｄは、細くすると共に、または細くしないでも、肉薄にすることにより、弾性変
形し易いものとなる。なお、この場合も、前記切欠部１３は、ゴム弾性を有するような伸
縮自在の部材で塞いでおくことができる。また、前記切欠部１３を形成することなく、こ
の部分をゴム弾性を有するような伸縮自在の部材で構成しておくことができる。
【００２７】
　さらに、図示していないが、前記フレーム２の内壁２ｃには、中央を横切る切欠部１３
を形成して、この内壁２ｃを上下に分断すると共に、前記フレーム２の外壁２ｄにも、中
央を横切る切欠部１３を形成して、この外壁２ｄを上下に分断してもよい。なお、この場
合も、前記両切欠部１３は、ゴム弾性を有するような伸縮自在の部材で塞いでおくことが
できる。また、前記両切欠部１３を形成することなく、この部分をゴム弾性を有するよう
な伸縮自在の部材で構成しておくことができる。
【００２８】
　また、前記フレーム２の後部には、上端に、この上端内側を窪ませて、テンプル嵌合凹
部１４を設けると共に、下端に、この下端内側を窪ませて、テンプル嵌合凹部１５を設け
ている。前記テンプル３の前部には、この前部を突出させて、フレーム嵌合凸部１６、１
７を設けている。そして、前記テンプル嵌合凹部１４にフレーム嵌合凸部１６を嵌脱する
と共に、前記テンプル嵌合凹部１５にフレーム嵌合凸部１７を嵌脱することによって、前
記フレーム２の後部に前記テンプル３の前部を着脱自在として取り付けている。
【００２９】
　前記テンプル嵌合凹部１４には、垂直方向に嵌合部１４ａを設けると共に、前記テンプ
ル嵌合凹部１５には、垂直方向に嵌合部１５ａを設けている。この嵌合部１４ａは、後に
述べるテンプル３のフレーム嵌合凸部１６に設けられた嵌合部１６ａと、嵌合部１５ａは
、後に述べるテンプル３のフレーム嵌合凸部１７に設けられた嵌合部１７ａと、それぞれ
凹凸嵌合自在としたものとしている。なお、嵌合部１４ａ、１５ａを凹部した場合には嵌
合部１６ａ、１７ａを凸部とし、嵌合部１４ａ、１５ａを凸部した場合には嵌合部１６ａ
、１７ａを凹部とするなどしている。
【００３０】
　前記フレーム２の後部上端には、直角状に隣り合った前壁２ｅと側壁２ｆおよび上壁２
ｇで囲まれた前記テンプル嵌合凹部１４を設け、フレーム２の後部下端には、直角状に隣
り合った前壁２ｅと側壁２ｆおよび下壁２ｈで囲まれた前記テンプル嵌合凹部１５を設け
ている。そして、このテンプル嵌合凹部１４の上壁２ｇには前記嵌合部１４ａが設けられ
、テンプル嵌合凹部１５の下壁２ｈには前記嵌合部１５ａが設けられている。
【００３１】
　前記テンプル３の前部は、上下方向に弾性変形可能とした二股部３ａ、３ｂとしており
、一方の二股部３ａの先端に前記フレーム嵌合凸部１６が設けられ、他方の二股部３ｂの
先端に前記フレーム嵌合凸部１７が設けられている。そして、前記フレーム嵌合凸部１６
の上部には、垂直方向に前記嵌合部１６ａが設けられ、前記フレーム嵌合凸部１７の下部
には、垂直方向に前記嵌合部１７ａが設けられている。
【００３２】
　さらに、前記テンプル嵌合凹部１４、１５のそれぞれの前壁２ｅは、曲面状にしたもの
とすると共に、前記フレーム嵌合凸部１６、１７のそれぞれの前端を、前記前壁２ｅに沿
う曲面状にしたものとしている。そして、前記テンプル嵌合凹部１４の嵌合部１４ａと、
前記フレーム嵌合凸部１６の嵌合部１６ａとが凹凸嵌合し、前記テンプル嵌合凹部１５の
嵌合部１５ａと、前記フレーム嵌合凸部１７の嵌合部１７ａとが凹凸嵌合し、さらに前記
テンプル嵌合凹部１４の前壁２ｅと前記フレーム嵌合凸部１６の前端とが摺接し、前記テ
ンプル嵌合凹部１５の前壁２ｅと前記フレーム嵌合凸部１７の前端とが摺接して、前記フ
レーム２に対して前記テンプル３を水平方向に約９０度、回動可能にしている。
【００３３】
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　また、前記テンプル嵌合凹部１４の前壁２ｅには、水平方向に嵌合部１４ｂを設けると
共に、前記テンプル嵌合凹部１５の前壁２ｅには、水平方向に嵌合部１４ｂを設け、前記
フレーム嵌合凸部１６の前端には、水平方向に前記嵌合部１４ｂに対応する嵌合部１６ｂ
を設けると共に、前記フレーム嵌合凸部１７の前端には、水平方向に前記嵌合部１５ｂに
対応する嵌合部１７ｂを設け、前記嵌合部１４ｂと前記嵌合部１６ｂ、前記嵌合部１５ｂ
と前記嵌合部１７ｂとをそれぞれ凹凸嵌合自在としている。さらに、図示していないが、
前記テンプル嵌合凹部１４の前壁２ｅにのみ、水平方向に嵌合部１４ｂを設け、前記フレ
ーム嵌合凸部１６の前端にのみ、水平方向に前記嵌合部１４ｂに対応する嵌合部１６ｂを
設け、前記嵌合部１４ｂと嵌合部１６ｂを凹凸嵌合自在としてもよい。また、図示してい
ないが、前記テンプル嵌合凹部１５の前壁２ｅにのみ、水平方向に嵌合部１５ｂを設け、
前記フレーム嵌合凸部１７の前端にのみ、水平方向に前記嵌合部１５ｂに対応する嵌合部
１７ｂを設け、前記嵌合部１５ｂと嵌合部１７ｂを凹凸嵌合自在としてもよい。さらにま
た、前記テンプル３の前部を二股部３ａ、３ｂとしていない場合には、図１０に示したよ
うに、そのテンプル３の前部に設けられた前記フレーム嵌合凸部１６、１７の何れかに相
当するフレーム嵌合凸部１８の前端に、前記嵌合部１６ｂ、１７ｂの何れかに相当する嵌
合部１８ｂを設け、前記テンプル嵌合凹部１４、１５を互いに連結してテンプル嵌合凹部
１９とし、このテンプル嵌合凹部１９の前壁２ｅに、前記嵌合部１４ｂ、１５ｂの何れか
に相当する嵌合部１９ｂを設け、前記嵌合部１８ｂと嵌合部１９ｂを凹凸嵌合自在として
もよい。この場合、前記フレーム嵌合凸部１８の上部には、前記嵌合部１６ａに相当する
嵌合部１８ａが設けられると共に、フレーム嵌合凸部１８の下部には、前記嵌合部１７ａ
に相当する嵌合部１８ａが設けられている。さらに、前記テンプル嵌合凹部１９は、直角
状に隣り合った前壁２ｅと側壁２ｆ、上壁２ｇおよび下壁２ｈで囲まれたものとしている
。また、前記テンプル嵌合凹部１９の上壁２ｇには、前記嵌合部１４ａに相当する嵌合部
１９ａが設けられると共に、テンプル嵌合凹部１９の下壁２ｈには、前記嵌合部１５ａに
相当する嵌合部１９ａが設けられている。なお、前記嵌合部１４ｂ、１５ｂ、１９ｂを凸
部した場合には嵌合部１６ｂ、１７ｂ、１８ｂを凹部とし、嵌合部１４ｂ、１５ｂ、１９
ｂを凹部した場合には嵌合部１６ｂ、１７ｂ、１８ｂを凸部とするなどしている。
【００３４】
　そして、前記フレーム２に対してテンプル３を水平方向に回動するときに、前記テンプ
ル嵌合凹部１４の前壁２ｅの嵌合部１４ｂと前記フレーム嵌合凸部１６の前端の嵌合部１
６ｂと、前記テンプル嵌合凹部１５の前壁２ｅの嵌合部１５ｂと前記フレーム嵌合凸部１
７の前端の嵌合部１７ｂとをそれぞれ凹凸嵌合させ、嵌合部１４ｂと嵌合部１６ｂ、嵌合
部１５ｂと嵌合部１７ｂがそれぞれ摺接するようにして、フレーム２に対してテンプル３
が振れないようにしている。なお、前記フレーム２に対してテンプル３を水平方向に約９
０度、回動した状態では、前記嵌合部１４ｂと嵌合部１６ｂ、嵌合部１５ｂと嵌合部１７
ｂとの凹凸嵌合がそれぞれ解除されるようにしている。このようにすると、後に述べるよ
うにフレーム２からテンプル３を外す場合に、テンプル３を約９０度、回動した状態にし
てから後に述べるような操作を行うと、前記嵌合部１４ｂと嵌合部１６ｂ、嵌合部１５ｂ
と嵌合部１７ｂのそれぞれの間の抵抗がなくなり、フレーム２からテンプル３をより容易
に外すことができる。
【００３５】
　以上のように構成されたこの発明の眼鏡は、レンズ１の側方端部に左右一対のフレーム
２を着脱自在としているので、フレーム２の体積を減らすことができ、軽量化が図られる
ので、眼鏡が重くなるようなことはなく、またフレーム２が着用者の前方視野を狭くする
こともなく、前傾姿勢の場合にも有効な前方視界を確保することができるものとなる。
【００３６】
　さらに、この発明の眼鏡は、フレーム２からレンズ１を外す場合には、図５に示した状
態から、片方の手の指でフレーム２の内外壁２ｃ、２ｄを摘まみ、もう片方の手の指でレ
ンズ１の側方端部を摘まみ、フレーム２からレンズ１を引き抜こうとして力を入れると、
フレーム２の内壁２ｃが図６の（ｂ）に示したように弾性変形する。すると、フレーム２
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の嵌合部５ａ、５ｂの間が広がるので、嵌合部５ａに嵌合したレンズ１の嵌合部４ａ、嵌
合部５ｂに嵌合したレンズ１の嵌合部４ｂがそれぞれ抜け易くなり、図７に示したように
、フレーム２からレンズ１を簡単に外すことができる。
【００３７】
　また、この発明の眼鏡は、フレーム２にレンズ１を取り付ける場合には、図７に示した
状態から、片方の手の指でフレーム２の内外壁２ｃ、２ｄを摘まみ、もう片方の手の指で
レンズ１の側方端部を摘まみ、フレーム２のレンズ嵌合穴５にレンズ１のフレーム嵌合部
４を押し込もうとして力を入れると、レンズ１の嵌合部４ａがフレーム２の嵌合部５ａを
、レンズ１の嵌合部４ｂがフレーム２の嵌合部５ｂをそれぞれ押圧し、フレーム２の内壁
２ｃが図６の（ｂ）に示したように弾性変形する。すると、フレーム２の嵌合部５ａ、５
ｂの間が広がるので、この嵌合部５ａにレンズ１の嵌合部４ａが、嵌合部５ｂにレンズ１
の嵌合部４ｂがそれぞれ嵌め易くなり、図５に示したように、フレーム２にレンズ１を簡
単に取り付けることができる。
【００３８】
　さらに、この発明の眼鏡では、前記フレーム２からレンズ１を外す場合やフレーム２に
レンズ１を取り付ける場合においても、前記嵌合部４ａと嵌合部５ａ、嵌合部４ｂと嵌合
部５ｂのそれぞれの間に働く摩擦抵抗が小さくなるので、これらの部分の磨耗や変形を防
止することができ、耐久性に優れたものとなる。
【００３９】
　なお、この発明の眼鏡では、前記フレーム２からレンズ１を外す場合やフレーム２にレ
ンズ１を取り付ける場合において、フレーム２の内壁２ｃの細さ加減や薄さ加減によって
、フレーム２の内壁２ｃの弾性変形のし易さを調節することができるので、眼鏡の用途な
どに応じて、フレーム２の内壁２ｃを適当な細さにすればよい。
【００４０】
　次に、この発明の眼鏡は、フレーム２からテンプル３を外す場合には、図８に示した状
態から、片方の手の指でフレーム２を摘まみ、もう片方の手の指でテンプル３の二股部３
ａ、３ｂを上下から摘んで力を入れて押さえる。すると、二股部３ａ、３ｂの間が狭まり
、前記テンプル嵌合凹部１４の嵌合部１４ａから前記フレーム嵌合凸部１６の嵌合部１６
ａが外れると共に、前記テンプル嵌合凹部１５の嵌合部１５ａから前記フレーム嵌合凸部
１７の嵌合部１７ａが外れるので、この状態でテンプル３をフレーム２から引き離せば、
図９に示したように、フレーム２からテンプル３を容易に外すことができる。
【００４１】
　また、この発明の眼鏡は、フレーム２にテンプル３を取り付ける場合には、図９に示し
た状態から、片方の手の指でフレーム２を摘まみ、もう片方の手の指でテンプル３の二股
部３ａ、３ｂを上下から摘んで力を入れて押さえる。すると、二股部３ａ、３ｂ間が狭ま
るので、この状態で前記テンプル嵌合凹部１４の嵌合部１４ａに前記フレーム嵌合凸部１
６の嵌合部１６ａを合わせると共に、前記テンプル嵌合凹部１５の嵌合部１５ａに前記フ
レーム嵌合凸部１７の嵌合部１７ａを合わせて指の力を抜けば、二股部３ａ、３ｂの間が
元の状態に広がり、嵌合部１４ａと嵌合部１６ａ、嵌合部１５ａと嵌合部１７ａとがそれ
ぞれ凹凸嵌合する。さらに、テンプル嵌合凹部１４の前壁２ｅの嵌合部１４ｂと、フレー
ム嵌合凸部１６の前端の嵌合部１６ｂとが凹凸嵌合し、テンプル嵌合凹部１５の前壁２ｅ
の嵌合部１５ｂと、フレーム嵌合凸部１７の前端の嵌合部１７ｂとが凹凸嵌合するので、
図８に示したように、フレーム２にテンプル３を容易に取り付けることができる。
【００４２】
　そして、この発明の眼鏡では、フレーム２に取り付けたテンプル３は、前記したように
フレーム２に対して振れないようにして、水平方向に回動可能なものとなる。また、前記
嵌合部１４ａと嵌合部１６ａ、前記嵌合部１５ａと嵌合部１７ａとがそれぞれ凹凸嵌合し
た部分や、前記嵌合部１４ｂと嵌合部１６ｂ、前記嵌合部１５ｂと嵌合部１７ｂとがそれ
ぞれ凹凸嵌合した部分は、表面には露出していないので、塗装などの表面処理を行う場合
にも影響を受け難く、良好な凹凸嵌合状態を保っておくことができる。
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【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】この発明の眼鏡の正面図である。
【図２】この発明の眼鏡の後方斜視図である。
【図３】この発明の眼鏡のテンプルを開いた状態の平面図である。
【図４】この発明の眼鏡のテンプルを折り畳んだ状態の平面図である。
【図５】この発明の眼鏡のレンズにフレ－ムを取り付けた後、またはレンズからフレ－ム
を外す前の状態を示す図であり、（ａ）はその斜視図であり、（ｂ）はその端面図である
。
【図６】この発明の眼鏡のレンズにフレ－ムを取り付ける途中、またはレンズからフレ－
ムを外す途中の状態を示す図であり、（ａ）はその斜視図であり、（ｂ）はその端面図で
ある。
【図７】この発明の眼鏡のレンズにフレ－ムを取り付ける前、またはレンズからフレ－ム
を外した後の状態を示す図であり、（ａ）はその斜視図であり、（ｂ）はその端面図であ
る。
【図８】この発明の眼鏡のフレ－ムにテンプルを取り付けた後、またはフレームからテン
プルを外す前の状態を示す斜視図である。
【図９】この発明の眼鏡のフレ－ムにテンプルを取り付ける前、またはフレームからテン
プルを外した後の状態を示す斜視図である。
【図１０】この発明の眼鏡のテンプルの前部を二股部としていない場合の実施例において
、フレ－ムにテンプルを取り付ける前、またはフレームからテンプルを外した後の状態を
示す斜視図である。
【図１１】従来の眼鏡の一例を示す正面図である。
【図１２】図１１に示す眼鏡の側面図である。
【図１３】従来の眼鏡の他の例を示す正面図である。
【図１４】図１３に示す眼鏡の平面図である。
【符号の説明】
【００４４】
　１　レンズ
　２　フレーム
　２ａ　上壁
　２ｂ　下壁
　２ｃ　内壁
　２ｄ　外壁
　３　テンプル
　３ａ　二股部
　３ｂ　二股部
　４　フレーム嵌合部
　４ａ　嵌合部
　４ｂ　嵌合部
　５　レンズ嵌合穴
　５ａ　嵌合部
　５ｂ　嵌合部
　１３　切欠部
　１４　テンプル嵌合凹部
　１４ａ　嵌合部
　１４ｂ　嵌合部
　１５　テンプル嵌合凹部
　１５ａ　嵌合部
　１５ｂ　嵌合部
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　１６　フレーム嵌合凸部
　１６ａ　嵌合部
　１６ｂ　嵌合部
　１７　フレーム嵌合凸部
　１７ａ　嵌合部
　１７ｂ　嵌合部

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】
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